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左
上
の
地
図
は
、
松
原
市
が
誕
生
し
た

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）
二
月
の「
松
原

市
全
図
」
の
一
部
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
市

街
地
が
膨
張
せ
ず
、
江
戸
時
代
以
降
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
街が

い

村そ
ん

と
そ
の
集
落
を
と

り
囲
む
よ
う
に
田
畑
や
数
多
く
の
た
め
池

が
見
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
市
域
の
十
分
の

一
を
占
め
る
ほ
ど
、
た
め
池
が
多
い
こ
と

が
特
色
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
南
の
立

部
か
ら
阿あ

湯ゆ

戸ど

池い
け

・
上か

み

ノの

池い
け

・
今い

ま

池い
け

・
小こ

治じ

ヶが

池い
け

・
樋ひ

野の

ヶが

池い
け

・
寺て

ら

池い
け

・
稚ち

児ご

ヶが

池い
け

・

海か
い

泉ず
み

池い
け

が
一
列
に
並
ん
で
、
北
の
阿
保
に

向
か
っ
て
群
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
河
内
台
地
か
ら
平へ

い

野や

に

延
び
る
谷
筋
に
水
を
貯
わ
え
て
灌
漑
池
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
今
で
は
上
ノ
池
が
大
塚
青
少
年

運
動
広
場
な
ど
で
潰
廃
し
、
今
池
の
一
部
は

府
立
大
塚
高
校
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、小
治
ヶ
池
は
住
宅
地
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

稚
児
ヶ
池
も
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
設
さ

れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
稚
児
ヶ
池
と

は
、
古
道
の
長な

が

尾お

街
道（
市
道
我
堂
一
津
屋

線
）
を
は
さ
ん
で
水
を
た
た
え
て
い
た
寺
池

（
上
田
二
丁
目
）も
昨
年
、
商
業
施
設
が
建
て

ら
れ
、
同
時
に
上
田
公
園
の
オ
ー
プ
ン
と
共

に
住
宅
地
と
し
て
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
寺
池
の
形
状
を
見
る
と
、

稚
児
ヶ
池
と
一
体
で
は
な
い
か
と
思
え
る

ほ
ど
で
す
。
寺
池
は
四
．
〇
〇
ha
の
池
敷

面
積
を
持
ち
、
江
戸
時
代
以
降
、
松
原
村

（
上
田
村
）の
う
ち
の
反は

正じ

山や
ま

村
と
阿
保
村
・

田
井
城
村
が
水
利
権
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

反
正
山
村
の
樋
野
ヶ
池
の
中
樋
か
ら
流
出

し
、北
接
す
る
上
田
墓
地（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
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）
を
越
え
て
寺
池
南
堤
の
樋
へ
流
れ
込
む

水
路
が
今
も
見
ら
れ
ま
す
。
寺
池
に
貯
え
ら

れ
た
水
は
、
北
方
の
阿
保
村
や
北
西
の
田
井

城
村
の
田
畑
を
潤
し
た
の
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
史
料
を
見
る
と
、
寺
池
で

は
享

き
ょ
う

保ほ
う

七
年（
一
七
二
二
）六
月
に
お
こ
っ

た
田
畑
へ
送
る
水
の
配
分
を
巡
る
阿
保
村

と
田
井
城
村
と
の
争
論
で
反
正
山
村
が
含

ま
れ
る
松
原
村
の
池
守
が
間
を
と
り
持
っ

た
裁
許
状
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
稚
児
ヶ
池
は
延え

ん

宝ぽ
う

七

年（
一
六
七
九
）
に
発
刊
さ
れ
た『
河
内
鑑

か
が
み

名
所
記
』
に
、
親し

ん

王の
う

池い
け

の
名
で
紹
介
さ
れ
、

児ち
ご
が

池い
け

と
も
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時

代
に
阿あ

保ぼ

親
王
が
池
を
つ
く
り
、
同
池
に

子
孫
の
在

あ
り
は
ら
の原

幸こ
う

松ま
つ

麿ま
ろ

が
稚
児
の
身
で
入
水

し
て
、
母
親
の
病
い
回
復
を
願
っ
た
と
い

う
伝
承
が
あ
り
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
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）。
同
書
に
挿
絵
が
あ
り
、
同
絵
に
、
幸

松
麿
を
弔
う
卒そ

塔と
う

婆ば

が
池
中
に
建
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
棒ぼ

う

池い
け

と
も
よ
ば
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
時
期
、
稚
児
ヶ

池（
棒
池
）
も
寺
池
も
仏
教
的
な
要
素
を
持

つ
池
名
と
し
て
、
形
を
見
て
も
一
つ
の
池

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
寺
池
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
受
け

て
、
松
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
道
松
原

駅
松
ヶ
丘
線
が
長
尾
街
道
と
突
き
あ
た
る
池

跡
延
長
線
上
の
周
辺
を
試
験
掘
り
し
ま
し

た
。
寺
池
の
西
側
の
長
尾
街
道
と
中な

か

高こ
う

野や

街

道
が
交
差
す
る
上
田
二
丁
目
で
、
七
世
紀
後

半
の
長
尾
街
道
の
前
身
古
道
と
思
わ
れ
る
遺

構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
り
、
街
道
北
側
の

阿
保
四
丁
目
で
は
平
安
時
代
の
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建

物
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
江
戸

時
代
の
宗
教
的
施
設
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ

か
ら
な
い
か
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
特
筆

さ
れ
る
発
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
当
時
の
地
図
を
見
て
下
さ

い
。
樋
野
ヶ
池
と
寺
池
の
間
に
は
、
府
道

堺
大
和
高
田
線
は
ま
だ
開
通
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
現
在
、
平
行
し
て
近
鉄
電
車
が
走
っ

て
い
ま
す
。
地
図
上
や
現
状
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
線
路
は
、
池
の
南
側
に
敷ふ

設せ
つ

さ
れ

て
い
ま
す
が
、も
と
も
と
は
寺
池
敷
で
し
た
。

近
鉄
は
、
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）
六
月
、

当
時
は
大
阪
鉄
道（
大
鉄
）
と
よ
び
、
道
明

寺
駅
―
布
忍
駅
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
二

年
後
の
大
正
十
三
年
九
月
の
こ
と
で
す
が
、

「
大
阪
鉄
道
線
路
敷
地
用
ト
シ
テ
売
却
シ
タ

ル
寺
池
敷
地
代
金
分
配
」
と
表
記
さ
れ
た
文

書
が
残
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
今
の
線

路
は
、
寺
池
敷
地（
坪
数
九
畝せ

弐に

拾じ
ゅ
う

壱い
ち

歩ぶ

）

で
あ
り
、
上
田
・
阿
保
・
田
井
城
の
旧
三
カ

村
に
そ
れ
ぞ
れ
売
却
代
金
が
支
払
わ
れ
て

池
の
南
側
が
埋
め
ら
れ
、
軌
道
と
し
て
整
地

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
原
に
初
め
て
走
っ
た
鉄
道
ル
ー
ト
に

寺
池
敷
が
利
用
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年

経
っ
た
今
、
寺
池
に
は
活
気
あ
る
新
し
い

街
が
誕
生
し
た
の
で
し
た
。

大正・令和の寺池の埋め立て
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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近鉄線ごしに北側の寺池跡（上
田2丁目）をのぞむ 左側は河内松
原駅に至る。右側は池跡に面し
て、大塚高校第2運動場がある。

『河内鑑名所記』（延宝7年･1679年）
挿絵の稚児ヶ池（中央） 池中に卒塔
姿が建つ。上は阿保親王墓とされる
河内大塚山古墳。下は阿保村の集落。

反
正
山（
上
田
）・
阿
保
・
田
井
城

大
正
11
年
、
大
鉄（
近
鉄
）線
路
敷
設

寺池における松原村による阿
保村･田井城村への水論裁許
状（享保7年･1722年） 個人蔵,
書き出し部分

『松原市全図』（昭和
30年･1955年） 松原
市蔵。南から立部･
西大塚･上田・阿保
の部分。文字追記

稚児ヶ池海泉池

寺池寺池

樋野ヶ池

近鉄南大阪線

小治ヶ池

今池

上ノ池

阿湯戸池

長尾街道


